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研究成果の概要（和文）：生体肝移植ドナー候補者を対象者とし、携帯電子端末を活用した診療支援のためのモ
バイルアプリを開発した。術前検査プロセスにモバイルアプリを併用することで、術前検査について理解を助
け、不安を軽減できた可能性が示された。本研究の経験から、携帯電子端末を活用したツールを実地診療と組み
合わせることで、患者へのより良い情報環境整備に役立つと考えられた。近年増加するアルコール性肝疾患の移
植適応については、精神科医および連携医療機関による断酒プログラムへの参加が移植後再飲酒を低減する可能
性が示された。汎用性の高い断酒プログラムを含めた治療指針作成を目指しさらなる情報発信が望ましいと考え
られた。

研究成果の概要（英文）：We developed a mobile application to support medical care using smartphone 
for living liver donor candidates. The web-based mobile application was well accepted by the living 
liver donor candidates and potentially helped them understand the donor evaluation process and 
reduce anxiety. Based on the experience of this study, it was thought that the combination of tools 
utilizing mobile electronic devices with hands-on medical care would be useful in creating a better 
information environment for patients.
　For patients with alcoholic liver disease, which is increasing indication for liver 
transplantation in recent years, participation in an abstinence program by psychiatrists and allied 
health care providers has been shown to reduce post-transplant relapse drinking. It was thought that
 further study would be desirable to develop a versatile treatment guideline that includes self-help
 program with improved accessibility.

研究分野：移植医療学　消化器肝臓内科

キーワード： チーム医療　移植医療学　受療行動　スマートフォンアプリ　肝移植ドナー　アルコール性肝硬変

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
診療ニーズに即したモバイルアプリケーションを開発・導入することで、実臨床において患者の支援につながる
ことが示され、国内・国際学会で報告し、その成果を現在論文投稿中である。本研究で作成したiPhoneアプリケ
ーションについては、現在Appストアで公開されている。アルコール性肝疾患に関する検討の成果についても学
会報告・論文報告を行った。また本研究の成果の一部については「肝移植内科研究会・成果報告会」を主催し
（令和1年7月25日キャンパスプラザ京都）、国内外11大学から16名の消化器肝臓内科医が参加し、近年の移植適
応についての変更点や、肝移植診療における消化器肝臓内科医の役割について議論した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
肝移植は末期肝疾患に対する治療法として確立している。2010 年の臓器移植法改正に伴い、
日本における脳死下臓器提供数は増加しており、年間肝移植件数に占める脳死肝移植の割
合も増加してきた。生体肝移植と、緊急手術である脳死肝移植を的確かつ安全に実施してい
くために、いわゆる「チーム医療」が効果的に機能することが期待される。周術期の医療体
制や医薬品の適応拡大等により移植成績が向上してきた一方で、疾患分布の変化、患者を取
りまく家族構成の変化（患者・ドナーの高齢化、家族単位の減少）、長期フォロー例の増加
により移植チームへのニーズがこれまで以上に増大してきた。そのため、医療者への負担増
加を最小限にとどめ、かつ患者、ドナー、家族への支援、情報提供を十分に行うにはどのよ
うな問題点があり、どのような取り組みが可能かを解決する必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究では医療者への負担を増すこと無く、患者やドナー候補者とその家族に情報提供を
可能にするために、携帯電子端末を活用した患者向けの説明補助ツールの開発を行い、患者
の「理解」「長期フォローへの主体的参画」に繋がるかどうか検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
①ドナーアプリの開発と実装実験 
携帯電子端末の活用が利用者と医療提供者双方に有用な場面をシミュレーションし、生
体肝移植ドナー候補者の理解を支援するための診療支援のツールが有用である可能性を考
えた。初年度にはWebアプリケーション「京大肝ドナー」を作成・評価・改良した。平成
30 年度には、倫理委員会の承認を得た後、同意を得たドナー候補者に、通常の手術説明を
受けたのちにアプリを使用してもらい、使用前後にアンケートを実施、その結果を集計した。
また平成 30年度には「京大肝ドナー」をさらに改良し、iPhoneアプリとして開発導入を行
った。 
 
② アルコール性肝疾患に対する肝移植適応評価と術後再飲酒抑止にむけた取り組み 
これまで成人肝移植適応疾患のうち多くを占めていた、C型肝炎、肝細胞癌が減少傾向であ
り、その一方でアルコール性肝疾患（ALD）や非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)が増
加している。ALD 症例の移植後再飲酒のリスクとして移植術前の断酒期間が短いこと、精
神疾患の合併などが報告されていることから、当院における ALDに対する肝移植症例につ
いて後ろ向き検討を行い再飲酒率やリスク要因を明らかにした。平成 30年度以降は、精神
科的尺度に関する後ろ向き評価を行うとともに、肝移植前後における精神科介入の有用性
について検討した。平成 31年度にはアルコール代謝酵素の遺伝子多型と飲酒行動について
検討した。 
 
４．研究成果 
①ドナーアプリの開発と実装実験の結果： 
実験に参加した 39 人のドナー候補者のうち 37 人(94％)が実際にスマートフォンにて

Webアプリを使用した。術前検査を受けることに対する「不安はない」、もしくは「少し～
かなり不安がある」とした者の割合は、
Webアプリ使用前はそれぞれ 51％、38%
で、Webアプリ使用後はそれぞれ 62%、 
29%であった。ドナー検査の内容を、92%
のドナー候補者が「よく理解した」または
「少し理解した」と回答し、77％が今後
のドナー候補者に本 Web アプリが「必
要」、「どちらかといえば必要」と回答し
た。以上の結果から、生体肝移植ドナー候
補者の自発的意思決定のため十分な説明
は重要であるが、それに加えWebアプリ
は、術前検査について理解を助け、不安を
軽減できた可能性があると考えられた。
これらの結果は国内・国際学会で報告し、
現在論文投稿中である。Web アプリに加
え、iPhone用のネイティブアプリを開発
したことで、ネットワーク環境が無い場
合にも用いやすくなった（図１）。各アプリを媒体とした説明モジュールの使用により、ド
ナーの不安の解消や理解に繋がり、また医療従事者にとっても繰り返し説明などの労力軽
減につながると考えられ、さらなる応用が期待されると考えられた。 
 
② アルコール性肝疾患に対する肝移植適応評価と術後再飲酒抑止にむけた取り組み： 
当院では 2014年以降、精神科および連携精神科医院の協力により、移植患者に対し断酒

図１．アプリ「京大肝ドナー」 

 



プログラムを導入している。まず 2017 年までに生体肝移植を実施した ALD 患者 45 例に
ついて後ろ向きに検討したところ、既報と同様に術前断酒期間短期例に再飲酒が多いこと
がわかった。術前精神科介入および断酒プログラムの導入後の移植後再飲酒者が少なかっ
たことから、今後術後有害再飲酒抑制効果が期待されるが、有害再飲酒の予防にむけた汎用
性の高い断酒プログラムの整備や、より長期の経過観察が重要と考えられた(1)。 
平成 31 年度には、ALD 患者とその生体ドナーおよび健常ボランティアについて、

ADH1B(rs1229984)と ALDH2(rs671)の一塩基多型を同定、genotypeと飲酒習慣との関連
について解析した。 ALD 患者 24 例のうち 5 例が移植後習慣飲酒をしていた。ドナー
ALDH2(*1/*1)群におけるレシピエント習慣飲酒の頻度は、ドナーALDH2(*1/*1)群以外と
比較し高かった(40% vs 7%, p＝0.12)。この結果から、有意差はないものの、移植後の何ら
かの飲酒機会が習慣飲酒に結びつくかどうかにおいて、患者およびドナーのアルコール代
謝酵素遺伝子の一塩基多型が関与している可能性が示唆された。移植後の有害な再飲酒を
予測する客観的な因子の乏しい中、今後も引き続き予測因子の同定、および効果的・効率的
な精神科介入の確立に向けた研究を発展させたい。 
 
③ 移植チームにおける消化器肝臓内科医の役割についての検討： 
肝移植におけるチーム医療を推進するにあたり、消化器肝臓内科医はチーム内のマニュ
アル作成と改定作業、他施設との情報交換、諸外国との比較などを通じ、常にベストの内科
診療を提供し、それがチームを支えることにつながる。ローカルには、術前の診断や肝移植
手術後に生じる原疾患の再発と治療に関し、B型肝炎、原発性胆汁性胆管炎、急性肝不全等
の疾患をテーマにチーム内で検討を行った。またグローバルには、タイ国 Mahidol 大学
Ramathibodi病院消化器肝臓内科の Sobhonslidsuk、 A.医師らの企画に参加協力し、肝腎
症候群およびアルコール性肝疾患の移植後再飲酒リスクについて、システマティックレビ
ューとメタ解析に取り組んだ。また「肝移植内科研究会・成果報告会」を主催し（令和 1年
7月 25日キャンパスプラザ京都）、国内外 11大学から 16名の消化器肝臓内科医が参加し、
本研究の成果報告に加え、近年の移植適応についての変更点や、肝移植診療における消化器
肝臓内科医の役割について議論した。日本と比較し圧倒的な移植実施件数を誇る米国では、
治療選択や適応疾患においてもここ数年で目覚ましい進歩があり、消化器肝臓内科医の役
割が大きいことが確認された。今後、日本における適切な移植医療を推進するためには、症
例数の多い海外に学びながら、内科医をとりまく情報環境も整備し、消化器肝臓内科医が移
植チームの一員としてさらに活躍することが求められると考えられた。 
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